
坂本土木（株）　　令和3・4年度島田洞砂防堰堤工事

工期　自　令和4年 2月22日　～　至　令和4年 12月9日

  にしむら　　しょうま

現場代理人　　○西村　彰真

監理技術者　　　山口　幸治

１．はじめに

　　本工事は飛騨市神岡町夕陽ケ丘地先において、寺ナギ、島田洞、栃洞の各谷で

　発生が予想される土石流から地域の暮らしと安全を守り土石流危険渓流から発生

　土砂の流出を防ぐため砂防堰堤の整備を行っております。

　　本工事は、３つの谷のうち、島田洞において砂防堰堤を構築する工事です。

２．工事概要：

砂防土工 1式 構造物撤去工 1式

ｺﾝｸﾘｰﾄ堰堤工　　 1式 仮設工 1式

鋼製堰堤工 1式

令和3・4年度島田洞砂防堰堤工事における安全対策について

【キーワード：土石流対策、実習生の安全教育、コロナ対策】

令和 3・4年度島田洞砂防堰堤工事
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３．技能実習生に対する安全教育について

　・本工事ではベトナムからの技能実習生(1名)が現場に入場することになった。

　　砂防工事に従事するのは初めてであり、土石流等の知識も無く災害などの

　　緊急時の避難、現場特有の作業などを理解してもらうためにどのような安全教育を行うか

　　が課題になった。

　・職長同席での新規入場教育

　　実習生本人が現場での作業内容、危険個所を理解するのは重要ではあるが、日本語を

　　勉強中である実習生が内容全てを理解することは困難であると考えた。

　　そのため、職長にも新規入場教育に同席し、どれぐらい実習生が内容を理解しているか

　　を理解してもらい、作業時の安全を確保できるよう教育を行った。

　・ベトナム語の資料を用いた新規入場教育

　　当現場で使用している新規入場教育資料をベトナム語に翻訳したもの、各種省庁で

　　配布をされているベトナム語のリーフレット等の資料を活用し教育を行った。

　・ベトナム語の資料を使っての教育は実習生の理解も良く、職長との現場での安全教育

　　の際でも内容を理解していることが確認できた。

　　日本語があまり話せないという実習生が多いという実情がある中、こうした資料の活用によって

　　言葉という最大の問題を解決し効果的な安全教育を行うことができた。

　３．２　実施した対策

　３．１　課題

　３．３　効果

新規入場時教育

熱中症に関する注意（ベトナム語）ベトナム語に翻訳した新規入場教育資料



４．土石流に対する安全対策について

　・本工事の施工箇所、島田洞は飛騨市ハザードマップより土砂災害特別警戒区域に指

　　定されている。土砂災害は大雨などによる異常気象時に発生する確率が高いため、現

　　場作業時の気象情報収集からいち早く危険を察知し、作業箇所から安全に避難がで

　　きるかが課題になった。

　・施工箇所の島田洞堰堤より上流にワイヤー式土石流センサーを設置。

　・安全教育時は、土石流に対する避難訓練の実施、現場での第１、第２避難場所及び近

 　隣の飛騨市指定避難場所の確認と周知を行った。

　４．３　効果

　・工事期間中は土石流の発生は無かった。避難訓練の際には実際の避難時間を測定し

　　避難までにかかる時間と土石流到達予測を比較、検証し改善を行うことで現場作業員の

　　土石流に対する安全意識向上を図ることができた。また、安全施設等の改善点も

　　見つかり施設面での安全向上を図ることもできた。

　　日々変化する現場状況でも毎月の定期点検で実際に警報装置を鳴らして音が聞こえるか

　　確認を行うことで警報装置を最大限生かせることができたと考える。

　　

　４．１　課題

　４．２　実施した対策

江馬地内ハザードマップ 警報器（センサー受信機）

土石流センサー（送信機）

ワイヤーセンサー

避難訓練状況

島田洞



　・本工事では、残存型枠組立、修景材設置など2人での作業となる事が多く、コロナウイルス

　　感染防止対策が課題となった。

　５．２　実施した対策

　・現場に入場する前に手、指の消毒、マスクの着用、関係する全ての人に非接触型体温

　　計で体温を測定、ＫＹの署名欄に体温を記入し体調を確認。

　・使用車両、重機の除菌の徹底。

　・各車両、重機にアルコールスプレーを常備。

　・現場事務所の外、入口にアルコールスプレーを設置

　・本工事現場では、新型コロナウイルスの感染は発生しなかった。

　　しかし、濃厚接触者となり出勤できないという事象が発生しており、現場での対策は

　　習慣化しているが現場外で感染するということも考慮する必要があると感じた。

６．おわりに

　・以上のような安全対策を講じた結果、無事に現場を終えることができました。最後にな

　　りますが、ご協力を頂いた、発注者、協力会社、地域の皆様に感謝申し上げます。

　５．３　効果

５．コロナ予防対策

　５．１　課題

非接触型体温計

事務所入り口

消毒剤車両の除菌

KY

事務所外


